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α，β－不飽和ケトンに 1, 4 －付加し，インジウムエノラート中間体が生成する。エノラート中間体が加エ


















審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では，綿密な研究計画に基づき，注意深い実験と的確な考察を繰り返すことにより，フェニルシラ
ンと触媒量の酢酸インジウムからなる還元系が，α，β－不飽和ケトンの 1, 4-還元反応と還元的アルドー
ル反応，ハロアルカンのラジカル還元反応とラジカル付加反応に有効であることを明らかにし，これらの反
応を極めて穏和な条件下で効率良く行うことに成功した。これらの成果は，ヒドロシランやインジウム塩の
反応性や合成的有用性を明らかにすると共に，新規還元系の設計に有益な知見を与えており，合成化学的に
高く評価される。特に，溶媒として毒性の低いエタノールを用いている点，反応温度が 0℃から室温で進行
するという点は，21 世紀の主要課題である環境調和型合成の観点から極めて意義深い。以上のように，本
研究は新規触媒系の開発により有機合成化学や有機金属化学の発展に大いに貢献し，その波及効果も大いに
期待できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
